
                       
 

令和２年６月１２日 

四 国 地 方 整 備 局 

 

「第３回 四国港湾ビジョン検討委員会」の開催 

～「四国港湾ビジョン」の最終とりまとめ（案）について議論します～ 

 

 

 

 

 

 

 

○「第３回 四国港湾ビジョン検討委員会」 概要 

日時：令和2年6月19日（金） 15:00～17:00 

場所：かがわ国際会議場（高松シンボルタワー タワー棟6階）   （別紙－１参照） 

     香川県高松市サンポート2-1  

備考： 

・会議は、Ｗｅｂ会議を併用して開催いたします。 

・取材、傍聴を希望される場合、6月17日（水）15時までに別紙－２にて事前申し込みをお願いし

ます。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として座席の間隔を開けるため、座席数

には限りがあります。取材をされる方は１社１名でよろしくお願いいたします。 

・取材、傍聴される方におかれましては、マスク着用のうえ、感染拡大防止にご協力いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

・会議資料及び議事録は後日、国土交通省四国地方整備局のHPに掲載します。 

     

○「四国港湾ビジョン検討委員会」 委員名簿 

   別紙－３参照 

 

 

○「第３回 四国港湾ビジョン検討委員会」 議事次第（案） 

   別紙－４参照 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

  四国地方整備局 港湾空港部 港湾計画課 課長     篠原 真三 

〃           課長補佐  廣田 篤 

 電話:087-811-8330（直通） 

 

同時記者発表 

高松経済記者クラブ 徳島県政記者クラブ 

愛媛番町記者クラブ 高知県政記者クラブ 

四国地方整備局は、「四国港湾ビジョン検討委員会」を設置し、人口減少や「Society5.0」を踏まえた

社会構造の転換に対応、あるいは転換を誘導すべく、港湾施設・サービス・空間形成等の総合的な港

湾の未来像について検討を進めております。 

今般、「四国港湾ビジョン」の最終とりまとめ（案）について議論するため、「第３回 四国港湾ビジョン

検討委員会」を 6 月 19 日（金）に開催します。 

 



別紙－１ 

第３回 四国港湾ビジョン検討委員会 

開催場所 

 

開催場所：かがわ国際会議場（高松シンボルタワー タワー棟 6 階）    

 

【各交通機関からのアクセス】 

 高松中央ＩＣから、車で 20 分 

 高松西ＩＣから、車で 20 分 

 ＪＲ高松駅から、徒歩 3 分 

琴電高松築港駅から、徒歩 5 分  



別紙－２ 

 
四国地方整備局 港湾空港部 

港湾計画課 宛 

 

ＦＡＸ：０８７－８１１－８４２６ 

 

第３回 四国港湾ビジョン検討委員会 取材申込書 
 

貴社名  

連絡先 TEL:              FAX: 

代表者名  

連絡事項等 

 

６月１７日（水）１５時までにＦＡＸ送信をお願いします。 



別紙－３ 

 

 

四国港湾ビジョン検討委員会 委員名簿 
 

所 属 職 名 氏 名 

高知工科大学 学長 
磯部 雅彦 

（座長） 

宮崎大学地域資源創成学部 講師 尾野 薫 

香川大学創造工学部 教授 紀伊 雅敦 

愛媛大学共創学部 准教授 井口 梓 

高知工科大学システム工学群 准教授 西内 裕晶 

四国経済連合会 専務理事 三好 俊作 

四国商工会議所連合会 常任幹事 安藤 照文 

四国港運協会 会長 端村 欣示 

四国旅客船協会 会長 清水 一郎 

国土交通省四国運輸局交通政策部 部長 軸丸 真二 

国土交通省四国地方整備局港湾空港部 部長 権藤 宗高 

 



別紙－４ 

第３回 四国港湾ビジョン検討委員会 

 

日 時：令和2年6月19日 15:00～17:00 

場 所：かがわ国際会議場 

 

 

議 事 次 第（案） 

 

 

１． 開 会 

 

２． 「四国港湾ビジョン」最終取りまとめ（案）について         

 

３． 意見交換 

 

４． 閉 会 

 

 

 

＜資料＞ 

【資料１】  第２回委員会における意見への対応（案）について 

【資料２】  新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた事務局対応 

【資料３－１】「四国港湾ビジョン（仮）」＜最終とりまとめ（案）＞概要版 

【資料３－２】「四国港湾ビジョン（仮）」＜最終とりまとめ（案）＞ 

【資料３－３】「四国港湾ビジョン（仮）」＜最終とりまとめ（案）＞参考資料 

【資料４】  タイトル案 

 

＜参考資料＞ 

【参考資料】本文記載内容 新旧対照表 

 

 

以上 

 

 


